
令和５年２月１７日  

公告関連資料に関する質問への回答 
 

番号 質問箇所 質問内容 回答 

１ 
プロポーザル実施要領 

1-(3)イ契約上限価格 

価格は、以下の算出方法でよいでしょうか。 

(ア)(イ) 月額リース料 × 60 ヶ月 

(ウ)   月額保守料  × 60 ヶ月 

ご理解のとおりです。 

２ 

斎場予約システム仕様

書 P2-6-(7)斎場予約シ

ステムで予約可能な施

設は次のとおりとする

こと。 

予約可能な施設で、現在、告別室(式場)、和室(初

七日用)がないが、新システム開始からは、不要

でしょうか？ 

不要です。 

３ 

斎場予約システム仕様

書 P2-6-(7)斎場予約シ

ステムで予約可能な施

設は次のとおりとする

こと。 

新斎場では、待合室の予約は不要でしょうか？ 不要です。 

４ 

斎場予約システム仕様

書 P2-6-(7)斎場予約シ

ステムで予約可能な施

設は次のとおりとする

こと。 

遺体保冷庫は、今後増やす可能性があるでしょ

うか？ 

少なくとも運用期間内においては増設の予定はありませ

ん。 



令和５年２月１７日  

番号 質問箇所 質問内容 回答 

５ 

斎場予約システム仕様

書 P7 別紙 1 機能一

覧-No2 

予約状況一覧は、先何日程度必要か？また、一般

公開が必要か？ 

一般公開し、火葬炉の予約状況を５日程度先まで一覧で

確認できるようにしてください。 

６ 

斎場予約システム仕様

書 P7 別紙 1 機能一

覧-No4 

新斎場の多目的室、遺体保管庫の予約は、時間単

位の予約でよかったでしょうか？ 

30 分単位で予約できるようにしてください。 

７ 

斎場予約システム仕様

書 P10 別紙 1 機能一

覧-No29 

管内優先枠機能は、今回の費用含みますか？含

む場合、もう少し仕様詳細(条件)を頂きたい。 

基本的に今回の費用には含んでおりません。 

現時点では詳細な仕様が決定しておりませんが、例えば

一部の火葬炉や利用の多い時間帯を管内住民優先枠とす

るための機能を追加することなどが想定されます。 

令和７年度から管外の利用者が大幅に増加することが見

込まれる中、管内住民が優先的に予約できるよう配慮す

る必要が生じるため、運用期間内に改修を行うことを前

提として、改修を出来るだけ効率的（安価）に実施するた

めの取り組みについて提案してください。 

８ 
斎場予約システム仕様

書 P11 別紙 2 

予約内容で、仕様書上必要な項目(許可番号等)は

追加してよいか？ 

仕様書に追加することは予定していませんが、提案者の

判断で必要であれば項目を適宜追加してください。 

９ 

斎場予約システム仕様

書 P13 参考 1 予約

業務から火葬執行まで

の流れ 

図上で「⑪火葬許可証」の発行は、本来、構成市

町の住基にて発行するケースが一般的ですが、

予約システムから発行する機能は必須でしょう

か？ 

斎場利用者から構成市町が運用するシステムで発行した

⑥火葬許可証を提出してもらい、火葬を執行したことを

証明する欄に組合が必要事項を記入した⑪火葬許可証

（火葬執行証明付）を返却します。 
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１０ 

斎場予約システム仕様

書 P13 参考 1 予約

業務から火葬執行まで

の流れ 

「火葬執行証明書」=「火葬証明書」でよろしか

ったでしょうか？この場合は、火葬簿管理シス

テム側で発行を予定しております。予約システ

ム側でも発行が必要でしょうか？ 

No.9 のとおりです。 

１１ 

霊園管理システム仕様

書 P8-No20 

「口座引き落としデータの作成ができること」

ワイドネットの仕様を閲覧できなかったので、

一般的な全銀手順の書式でよろしかったでしょ

うか？ 

組合事務所にて仕様書を確認してください。 

１２ 
霊園管理システム仕様

書 P8-No21 

維持管理料の納付書は、インボイス制度に対応

する必要があるか？ 

不要です。 

１３ 

霊園管理システム仕様

書 P8-No30 

「合葬式墓地管理機能を有する」今回の費用含

みますか？含む場合、もう少し仕様詳細(条件)を

頂きたい。 

基本的に今回の費用には含んでおりません。 

現時点では詳細な仕様が決定しておりませんが、少なく

ともブロックの追加やデータ処理件数が現在の２倍以上

となることが見込まれており、合葬式墓地の特徴として、

永代使用料が個別埋蔵と共同埋蔵の２種類、維持管理費

用は不要となることが想定されます。 

令和５年度から計画的に事業を推進していくため、運用

期間内に改修を行うことを前提として、改修を出来るだ

け効率的（安価）に実施するための取り組みについて提案

してください。 
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１４ 

各システムの保守要件 

（共通） 

各システムの保守業務報告書を提出する必要は

ありますか。障害の有無に関わらず？障害が発

生した時のみ？ 

適時、保守業務の結果を報告してください。 

 


